
渋沢栄一（1840-1931） 
渋沢史料館所蔵 

主催   公益財団法人 渋沢栄一記念財団、東京商工会議所 
協賛   みずほ総合研究所株式会社 
協力   三省堂書店有楽町店、筑摩書房、日本経済新聞出版社、平凡社（順不同） 
企画監修 守屋 淳     

2016年12月17日（土）10:00～16:50 
見学会会場：渋沢史料館 セミナー会場：北区飛鳥山博物館講堂 

論語とそろばん 

  

■プログラム 

■講師略歴 
守屋 淳（もりや あつし 作家） 

 
早稲田大学第一文学部卒業。大手書店勤務を経て、現在は中国古典、主に『孫子』『論
語』『老子』『荘子』『韓非子』などの知恵を現代にどう活かすかをテーマとした、執
筆や研修・講演を行う。著書に『現代語訳 渋沢栄一自伝』、『渋沢栄一の「論語講
義」』（平凡社新書）、『現代語訳 論語と算盤』（ちくま新書）、『「論語と算盤」
と現代の経営』、『最高の戦略教科書 孫子』（日本経済新聞出版社）など。ホームペー
ジhttp://chineseclassics.jp/ 

 

渋澤 健（しぶさわ けん コモンズ投信株式会社 会長） 
 

1983年テキサス大学BS Chemical Engineering卒業。1984年（財）日本国際交流センター
入社。1987年UCLA大学MBA経営大学院卒業。ファースト・ボストン証券会社（NY）、
JPモルガン銀行（東京）、JP モルガン証券会社（東京）、ムーア・キャピタル・マネ
ジメント（NY、東京）を経て、2001年シブサワ・アンド・カンパニー株式会社を創業
し、2007年コモンズ株式会社を設立（2008年コモンズ投信へ改名し、会長に就任）。
経済同友会幹事、渋沢栄一記念財団執行理事。近著に『渋沢栄一 愛と勇気と資本主義』
（日経ビジネス人文庫）。 

 

楠本 修二郎（くすもと しゅうじろう カフェ・カンパニー株式会社代表取締役社長） 
 

1988年早稲田大学政治経済学部卒業。2001年、カフェ・カンパニーを設立し、代表取
締役社長に就任。“コミュニティの創造”を理念として現在、国内外で約100店を運営
する他、地域活性化事業、商業施設のプロデュース等を手がける。2010年からはクール
ジャパン関係の政府委員を歴任。（一社）東の食の会代表理事、（一財）Next Wisdom 
Foundation代表理事、（一社）フード＆エンターテイメント協会代表理事、東京発の収
穫祭「東京ハーヴェスト」代表理事を務める。著書に『ラブ、ピース＆カンパニー これ
からの仕事50の視点』（日経BP 社）など。 

渋沢史料館 

北区飛鳥山

博物館 

 
 
 
 
 
 

10:00-11:30 渋沢史料館見学会 

12:40-13:40 セミナー1「世界史の中の渋沢栄一」 
       講師：守屋淳 
13:40-14:40 セミナー2「渋沢栄一から学ぶ～21世紀の日本のグローバル・エンゲージメント」 
       講師：渋澤健 
（10分間休憩） 
14:50-16:50 セミナー3 経営者インタビュー「カフェの魅力、日本の魅力」 
       講師：楠本修二郎   聞き手：守屋淳、渋澤健 
       楠本氏講演、講師3名による鼎談に続いて、質疑応答を行います（予定）。 

11:30-12:40 各自ご昼食（★渋沢史料館内にはお食事の場所がありませんのでご了承ください。 
              別添のレストラン案内をご活用ください。） 


